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いつも明るく元気な日那

は、我が家の大切な宝物だ

よ。ゆっくり、のんびり、

一緒に成長していこうネ。

父　健・母　貴代さん

辻村
つじむら

日那
ひな

ちゃん
1歳２カ月（つつじが丘）

森田
もりた

成海
なるみ

くん
1歳３カ月（西畑）

泣き虫で、マザコンな

成海。

ガンバレー！

父　和義・母 望さん

整
備
プ
ラ
ン
を
策
定

本
町
で
は
、
救
急
車
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
に
平
均
５
・

４
分
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

呼
吸
や
脈
拍
の
止
ま
っ
て
い
る

人
が
酸
素
な
し
で
生
き
て
い
ら

れ
る
時
間
は
３
〜
４
分
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
消
防
署
で
は
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
適
切
に
応
急
手
当
で
き
る
よ

う
に
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。▼

と
き

３
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午
（
受
付
同
８

時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ

消
防
本
部

▼
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
な
ど

※
講
習
は
実
技
を
中
心
に
行
い

ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
講
習
料

無
料

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

３
月
20
日
ま
で
に
、
電
話
で
消

防
本
部
（
�
７
６
６
・
０
１
１

９
）
へ
。

普普

通通

救救

命命

講講

習習

会会

をを

開開

催催

各自治会の衛生委員さんのご協力をいただき、平成1 6

年４月から翌年３月までの「ごみ収集カレンダー」を配

布します。自治会に加入していないなどの理由で、配布

を受けられない人は、生活環境課、日生・六瀬住民セン

ターでお受け取りください。

また、皆さんからご要望の多かった「容器包装プラス

チックごみ」の収集を、２週間に１回から毎週１回（祝

日は除く）に変更しました。なお、これにより、「可燃ご

み（燃えるごみ）」の収集は週２回となります。リサイク

ルを促進するため、今後も皆さんのご協力をお願いしま

す。

問い合わせは、クリーンセンター（�768－0818）へ。

16年度から容器包装プラスチックごみの
収集が毎週１回になります

鳥インフルエンザの予防について

国内での鳥インフルエンザ発生により、これま

で学校や家庭で飼育している鳥が直ちに鳥インフ

ルエンザに感染したり、人に感染させたりするわ

けではありません。

通常生活の中で、現段階では特別な予防を行う

必要はありませんが、次のことを心がけましょう。

�飼育している鳥が野鳥と接触しないよう、注

意しましょう

�清潔な飼育環境を心がけ、鳥を触った後は、

手洗い・うがいを励行しましょう

�もし、飼い主が身体に不調を感じることがあ

れば最寄りの医療機関あるいは健康福祉事務所

（保健所）に相談しましょう

�鳥の健康に関しては、かかりつけの獣医師

（動物病院）に相談しましょう

問い合わせは、農林商工課（�766－8709）へ。

猪
名
川
町
は
平
成
17
年
４
月

10
日
に
、
町
制
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
50
周

年
に
際
し
て
、
式
典
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
記
念
事
業
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
提
案
を
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
の
準
備
委
員
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
準
備
委
員
会

は
、
公
募
委
員
３
人
お
よ
び
各

種
団
体
推
薦
委
員
７
人
の
10
人

で
組
織
し
ま
す
。

な
お
、
準
備
委
員
会
は
平
成

17
年
度
以
降
に
実
行
委
員
会
へ

と
改
編
す
る
予
定
で
す
。

▼
募
集
人
数

３
人

▼
任
期

平
成
16
年
４
月
〜
同

17
年
３
月

▼
対
象

町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

▼
報
酬

無
償

▼
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
職
業
（
学

校
名
）
・
応
募
の
動
機
（
町
制

50
周
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と
）

を
記
入
（
書
式
自
由
）
し
、
３

月
26
日
ま
で
に
企
画
政
策
課
、

日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
（
電
子
メ
ー
ル
で
申
込
可

）
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
書
類
審
査

問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

�

多田銀山(やま)と 清流猪名川(かわ)のまち
町歴史街道計画では、地

域の特性を表す「歴史テー

マ」を設定しています。

猪名川町の歴史テーマは

「多田銀山（やま）と清流

猪名川（かわ）のまち」で

す。

このテーマは、昔、豊臣

政権を潤し、現在もその鉱

山跡に金銀財宝が隠されて

いるという太閤伝説のある

多田銀山と、豊富な自然が

すぐ都市部の近くにあり、

町の中央を流れる猪名川を

大切に守っていこうとする

「清流猪名川を取り戻そう

町民運動」を推進している

ことなどから付けられまし

た。

町歴史街道計画では、こ

の歴史テーマを積極的に活

用し、各地域の個性と魅力

のあるまちづくりを進め、

豊かな歴史文化を日本全国

にアピールしていくことを

目指しています。

歴史テーマ

�「道の駅いながわ」周
辺に整備される親水公園
やふるさと館周辺の護岸
などを「川の駅」として
位置づけ、これらのネッ
トワーク化を推進

�地域に所蔵されている
歴史文化財や景勝地・文
化芸能施設の保全・整備

※写真はふるさと館裏の
芝生公園

�包蔵する歴史資料を明らかにす
るための文化財調査の実施や資料
などを保存し自由に閲覧できるよ
うな資料館の整備

�案内看板・トイレ・パンフレッ
トなどを設置できる案内スポット
の整備

�誰でも観光していただけるよう
な遊歩道の再整備

�駐車場・休憩所の整備

※写真は銀山地区のまちなみ

�案内看板の設置

�環境に配慮した自由に移動できるレ
ンタサイクルセンターの設置

�心地よく周遊できるよう散策路・サ
イクリングコースの整備

�石彫をリフレッシュするためのクリ
ーン作戦の実施

※写真は内馬場地区の彫刻の道

�農村の原風景と
される自然景観の
保全や景観保全の
ための担い手、後
継者確保のための
システムの構築

�農村歌舞伎など
地域の活力となる
文化芸能の保全・
継承を支援

※写真は柏原地区
の棚田

歴 史 街 道 最 新 情 報

関
西
は
日
本
の
国
宝
の
約
６

割
、
重
要
文
化
財
の
約
５
割
、
国

指
定
の
史
跡
名
勝
の
約
３
割
が
集

積
す
る
、
ま
さ
に
「
歴
史
文
化
の

宝
庫
」
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
地

域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
街

道
計
画
は
、
こ
の
豊
か
な
関
西
の

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
日
本

の
歴
史
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
内

外
の
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。こ

の
計
画
の
発
端
は
、
日
本
が

海
外
か
ら
「
顔
の
な
い
経
済
大
国
」

と
評
さ
れ
、
効
率
性
・
経
済
性
の

み
を
重
視
し
て
き
た
流
れ
を
反
省

し
、
歴
史
・
文
化
・
こ
こ
ろ
な
ど

日
本
の
「
良
さ
」
を
再
発
見
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
長
い
歴
史
に
培

わ
れ
た
美
し
い
日
本
を
取
り
戻
す

た
め
、
昭
和
63
年
に
「
世
界
を
考

え
る
京
都
座
会
」
に
よ
り
提
唱
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
日
本

の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
楽
し
く
体

験
し
、
実
感
で
き
る
旅
の
ル
ー
ト

と
し
て
「
歴
史
街
道
」
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

歴
史
街
道
に
は
、
伊
勢
〜
飛
鳥

〜
奈
良
〜
京
都
〜
大
阪
〜
神
戸
と

い
っ
た
主
要
歴
史
都
市
を
時
代
の

流
れ
に
沿
っ
て
た
ど
る
「
メ
イ
ン

ル
ー
ト
」
と
、
各
地
域
の
特
徴
を

活
か
し
た
８
本
の
テ
ー
マ
ル
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。
歴
史
街
道
計
画
で

は
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
舞
台
と

し
て
「
日
本
文
化
の
発
信
基
地
づ

く
り
」
「
新
し
い
余
暇
ゾ
ー
ン
づ

く
り
」
「
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
」
の
３
つ
の
目
標
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

歴
史
街
道
モ
デ
ル
事
業
は
、
地

域
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
て
、
来

訪
者
の
方
に
は
よ
り
楽
し
く
歴
史

文
化
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

住
民
の
方
に
は
歴
史
的
地
域
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
誇
り
と
実
感
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
誰
に

で
も
親
し
め
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
猪
名
川
町
で
は
、
平
成
15

年
３
月
に
歴
史
街
道
モ
デ
ル
地
域

豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
風
土
が
息
づ
く
猪
名
川
町
は
、
平
成
15
年
３

月
に
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
か
ら
「
歴
史
街
道
モ
デ
ル
事
業
地

区
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
事
業
の
骨
格
づ
く
り
と
し
て
、
町
外
の
方
々
に
よ
る
旅

モ
ニ
タ
ー
の
報
告
や
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
の
意
見
交
換
を
参
考
と
し
て
、
歴
史
街
道
計
画
整
備
プ
ラ
ン

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
歴
史
街
道
の
目
的
と
今
後
の

猪
名
川
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
認

定
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
71
市
町

村
に
の
ぼ
り
、
本
町
は
50
地
区
目

に
あ
た
り
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
各
地
域
の

個
性
と
魅
力
を
創
出
す
る
た
め
、

各
市
町
村
の
「
歴
史
テ
ー
マ
」
を

設
定
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
①
歴
史
と
自
然
に

調
和
し
た
環
境
整
備
②
モ
デ
ル
コ

ー
ス
上
お
よ
び
周
辺
に
お
け
る
案

内
表
示
の
整
備
③
歴
史
文
化
を
活

か
し
た
空
間
づ
く
り
の
演
出
な
ど

の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

来
訪
者
を
温
か
く
迎
え
る
人
情

味
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者

の
歴
史
文
化
に
対
す
る
深
い
知
識
、

来
訪
者
に
対
す
る
気
配
り
が
何
よ

り
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
や
事
業
者
に

対
す
る
意
識
の
啓
発
の
ほ
か
、
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
導
入
や

観
光
関
連
産
業
の
取
り
組
み
な
ど

を
支
援
し
、
住
民
・
事
業
者
・
行

政
が
協
働
し
て
一
体
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
計
画

を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

詳
細
の
計
画
書
は
、
４
月
か
ら

各
公
共
施
設
窓
口
で
閲
覧
を
予
定

し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

4月上旬歴史街道ｉセンター開設

道の駅いながわのグランドオー

プンにあわせ、地域農業情報セン

ター内に「道の駅歴史街道ｉセン

ター」を併設します。歴史街道ス

タンプラリーの参加賞引換えや歴

史街道のパンフレットなどを設置

し、関連書籍などの販売を開始し

ます。

5月1 7～同2 1日テレビ放映予定

朝日放送で放映されている道上

洋三さんの語りでおなじみの「歴

史街道～ロマンへの扉～」が放映

される予定です。放映は５月1 7日

（月）から同2 1日（金）までの５日

間、午後６時54分～同７時です。

平成16年度歴史街道整備着手

資料館の整備や散策路･サイク

リングコースなどを整備する「歴

史街道整備事業」が３月定例議会

で審議されています。

歴
史
街
道
っ
て
？

具
体
化
に
向
け
て

黄金伝説の郷

「「 多多 田田 銀銀 銅銅 山山 」」

をまちおこしに

多田銀山史跡保存顕彰会

事務局長　森岡新知さん

猪名川町が「歴史街道モデル地域」の5 0

地区目に認定されました。

特に、銀山地域（多田銀銅山）は、数あ

る鉱山遺跡の中でも阪神間に最も近く、し

かも一千年余の歴史と、埋蔵金伝説のロマ

ンを秘めた、黄金伝説の郷です。

この鉱山歴史文化を活かし、住民が誇り

に思えるまちづくりや、まちおこしにつな

がることを期待しています。顕彰会も微力

ながら、ボランティアガイドの活動などを

通して協力していきたいと思います。

猪名川町では、町全域を対象地域として、下図のように４つのゾーンに

分けて基本構想をまとめました。その中でも、最も歴史遺産が集積し著名

であり、近畿自然歩道と彫刻の道が交わる「銀山地区」を、まちの観光ス

ポットとして整備することにより、日本の歴史的遺産として後世へ引き継

げるように取り組んでいくこととしています。

1 6 年 度
ご み 収 集 カ レ ン ダ ー を 配 布

町
制
50
周
年
記
念
事
業

準
備
委
員
会
委
員
を
募
集

モ
デ
ル
事
業
と
は
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